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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第62期

第３四半期
連結累計期間

第63期
第３四半期
連結累計期間

第62期

会計期間
自　平成29年４月１日
至　平成29年12月31日

自　平成30年４月１日
至　平成30年12月31日

自　平成29年４月１日
至　平成30年３月31日

売上高 （百万円） 5,348 5,085 7,200

経常利益 （百万円） 847 751 1,196

親会社株主に帰属する

四半期（当期）純利益
（百万円） 554 493 783

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 553 501 771

純資産額 （百万円） 11,230 11,547 11,447

総資産額 （百万円） 12,844 13,213 13,352

１株当たり四半期（当期）

純利益
（円） 88.59 78.79 125.07

潜在株式調整後１株当たり

四半期（当期）純利益
（円） － － －

自己資本比率 （％） 87.4 87.4 85.7

 

回次
第62期

第３四半期
連結会計期間

第63期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自　平成29年10月１日
至　平成29年12月31日

自　平成30年10月１日
至　平成30年12月31日

１株当たり四半期純利益 （円） 32.27 25.92

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

 

２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容

について、重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

(1）経営成績

　当第３四半期連結累計期間における我が国経済は、西日本の豪雨をはじめとする自然災害の影響を受けたもの

の、企業収益の改善を背景として設備投資等は堅調に推移し、国内景気は総じて穏やかな回復基調が続いておりま

す。しかし、海外では米国、中国間の貿易摩擦や東アジア地域の成長鈍化等に伴う世界経済の不確実性の高まりか

ら、依然として先行き不透明な状況が続いております。

　このような状況のなか、当社グループ（当社及び当社の子会社）は、付加価値の高い新商品の積極的な投入のほ

か、全国での講習会、展示会を通じての清掃システムの提案、また引き続き代理店販売の拡充等に努めてまいりま

した。

　この結果、当第３四半期連結累計期間の業績は、売上高5,085百万円（前年同四半期比4.9％減）、営業利益726

百万円（前年同四半期比12.8％減）、経常利益751百万円（前年同四半期比11.3％減）、親会社株主に帰属する四

半期純利益493百万円（前年同四半期比11.1％減）となりました。

 

　商品群別の経営成績を示すと、次のとおりであります。

　清掃機器関連

　　日本専用モデルとして投入した左ハンドル仕様の搭乗式大型清掃機の販売が堅調だったこと等から、1,145百

万円（前年同四半期比17.4%増）となりました。

　洗浄機器関連

　　コンシューマー向けの衣類スチーマーの販売が減少したこと等から、1,915百万円（前年同四半期比22.5％

減）となりました。

　その他

　パーツ等の売上が増加したことから、2,024百万円（前年同四半期比6.5％増）となりました。

 

　なお、当社グループは、環境クリーニング機器等以外の事業に関しては重要性が乏しいと考えられるため、セグ

メントの記載は省略しております。

 

(2）財政状態

(資産)

　流動資産は、前連結会計年度末と比べて0.6％減少し、8,129百万円となりました。これは主として、有価証券が

200百万円、商品が70百万円増加したものの、受取手形及び売掛金が169百万円、現金及び預金が165百万円減少し

たこと等によるものであります。

　固定資産は、前連結会計年度末と比べて1.8％減少し、5,083百万円となりました。これは主として、建物及び構

築物が50百万円、繰延税金資産が42百万円減少したこと等によるものであります。

　この結果、総資産は、前連結会計年度末と比べて1.0％減少し、13,213百万円となりました。

(負債)

　流動負債は、前連結会計年度末と比べて27.7％減少し、703百万円となりました。これは主として支払手形及び

買掛金が11百万円増加したものの、未払法人税等が164百万円、賞与引当金が51百万円減少したこと等によるもの

であります。

　固定負債は、前連結会計年度末と比べて3.3％増加し、961百万円となりました。

　この結果、負債合計は、前連結会計年度末に比べて12.6％減少し、1,665百万円となりました。

(純資産)

　純資産合計は、前連結会計年度末と比べて0.9％増加し、11,547百万円となりました。これは主として利益剰余

金が92百万円増加したこと等によるものであります。

 

(3）研究開発活動

　当第３四半期連結累計期間の研究開発活動の総額は、39,819千円であります。
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(4）経営方針・経営戦略等

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はあ

りません。

 

(5）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(6）資本の財源及び資金の流動性

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループにおける資本の財源及び資金の流動性について重要な変更は

ありません。

 

３【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

(1)【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 22,000,000

計 22,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成30年12月31日）

提出日現在発行数
（株）

（平成31年２月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品

取引業協会名
内容

普通株式 6,266,000 6,266,000
東京証券取引所
（市場第一部）

完全議決権株式であり、権
利内容に何ら限定のない当
社における標準となる株式
単元株式数は100株であり
ます。

計 6,266,000 6,266,000 － －

 

(2)【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3)【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

(4)【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（千株）

発行済株式総
数残高
（千株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成30年12月31日 － 6,266 － 2,077,765 － 2,402,232

 

(5)【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(6)【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成30年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

①【発行済株式】

平成30年12月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）

（自己保有株式）

普通株式

1,300

－ －

完全議決権株式（その他）
普通株式

6,261,000
62,610

完全議決権株式であり、権利内容に何
ら限定のない当社における標準となる
株式
単元株式数は、100株であります。

単元未満株式
普通株式

3,700
－ －

発行済株式総数 6,266,000 － －

総株主の議決権 － 62,610 －

（注）　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式26株が含まれております。

 

②【自己株式等】

平成30年12月31日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総
数に対する所
有株式数の割
合（％）

（自己保有株式）      

蔵王産業株式会社

 

東京都江東区毛利１丁目

19－５
1,300 － 1,300 0.0

計 － 1,300 － 1,300 0.0

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成30年10月１日から平

成30年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成30年４月１日から平成30年12月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

(1)【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成30年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成30年12月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,413,866 2,248,569

受取手形及び売掛金 ※２,※３ 1,892,733 ※２,※３ 1,722,779

有価証券 2,999,750 3,199,838

商品 851,469 921,587

その他 20,171 37,391

貸倒引当金 △200 △170

流動資産合計 8,177,791 8,129,997

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 1,476,273 1,426,138

土地 ※１ 3,199,869 ※１ 3,199,869

その他（純額） 32,689 32,175

有形固定資産合計 4,708,833 4,658,182

無形固定資産   

その他 17,517 15,227

無形固定資産合計 17,517 15,227

投資その他の資産   

投資有価証券 128,200 128,200

繰延税金資産 256,232 214,145

その他 63,799 67,539

貸倒引当金 △283 △140

投資その他の資産合計 447,947 409,745

固定資産合計 5,174,298 5,083,156

資産合計 13,352,089 13,213,153
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成30年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成30年12月31日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 237,713 248,763

未払法人税等 199,412 35,384

賞与引当金 104,992 53,542

商品保証引当金 7,900 6,900

その他 423,938 359,300

流動負債合計 973,955 703,891

固定負債   

退職給付に係る負債 541,179 550,577

役員退職慰労引当金 139,380 151,980

再評価に係る繰延税金負債 ※１ 172,407 ※１ 172,407

その他 77,687 86,486

固定負債合計 930,654 961,451

負債合計 1,904,610 1,665,342

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,077,765 2,077,765

資本剰余金 2,402,232 2,402,232

利益剰余金 9,150,431 9,243,103

自己株式 △1,205 △1,206

株主資本合計 13,629,224 13,721,894

その他の包括利益累計額   

繰延ヘッジ損益 △7,183 477

土地再評価差額金 ※１ △2,174,561 ※１ △2,174,561

その他の包括利益累計額合計 △2,181,745 △2,174,084

純資産合計 11,447,478 11,547,810

負債純資産合計 13,352,089 13,213,153
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
 前第３四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年12月31日)

 当第３四半期連結累計期間
(自　平成30年４月１日
　至　平成30年12月31日)

売上高 5,348,038 5,085,955

売上原価 2,583,309 2,422,314

売上総利益 2,764,728 2,663,641

販売費及び一般管理費 1,931,190 1,936,900

営業利益 833,538 726,740

営業外収益   

受取利息 736 2,268

受取配当金 3,814 3,283

為替差益 － 8,278

有形固定資産売却益 263 109

不動産賃貸料 7,913 8,932

その他 3,711 2,182

営業外収益合計 16,439 25,054

営業外費用   

売上割引 2,085 579

為替差損 506 －

営業外費用合計 2,591 579

経常利益 847,386 751,216

税金等調整前四半期純利益 847,386 751,216

法人税、住民税及び事業税 222,700 218,900

法人税等調整額 69,700 38,705

法人税等合計 292,400 257,605

四半期純利益 554,986 493,611

非支配株主に帰属する四半期純利益 － －

親会社株主に帰属する四半期純利益 554,986 493,611
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
 前第３四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年12月31日)

 当第３四半期連結累計期間
(自　平成30年４月１日
　至　平成30年12月31日)

四半期純利益 554,986 493,611

その他の包括利益   

繰延ヘッジ損益 △1,088 7,660

その他の包括利益合計 △1,088 7,660

四半期包括利益 553,897 501,272

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 553,897 501,272

非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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【注記事項】

（継続企業の前提に関する事項）

当第３四半期連結会計期間（自　平成30年10月１日　至　平成30年12月31日）

　該当事項はありません。

 

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

当第３四半期連結累計期間（自　平成30年４月１日　至　平成30年12月31日）

　該当事項はありません。

 

（会計方針の変更等）

当第３四半期連結累計期間（自　平成30年４月１日　至　平成30年12月31日）

　該当事項はありません。

 

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

当第３四半期連結累計期間（自　平成30年４月１日　至　平成30年12月31日）

　該当事項はありません。

 

（追加情報）

（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用）

　「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を第１四半期連

結会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示しております。
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（四半期連結貸借対照表関係）

※１　土地の再評価

　土地の再評価に関する法律（平成10年３月31日公布法律第34号）に基づき、事業用の土地の再評価を行

い、再評価差額金を純資産の部に計上しております。

・再評価の方法

　土地の再評価に関する法律施行令（平成10年３月31日公布政令第119号）第２条第４号に定める路線価を

基準に合理的な調整を行い算出

・再評価を行った年月日

平成13年３月31日

 
前連結会計年度

（平成30年３月31日）
当第３四半期連結会計期間
（平成30年12月31日）

再評価を行った土地の期末におけ
る時価と再評価後の帳簿価額との
差額

△1,018,583千円 △958,087千円

 

※２　受取手形裏書譲渡高

 
前連結会計年度

（平成30年３月31日）
当第３四半期連結会計期間
（平成30年12月31日）

受取手形裏書譲渡高 107,972千円 111,117千円

 

※３　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、満期日に決済が行われたものとして処理してお

ります。

　なお、当第３四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期

手形を満期日に決済が行われたものとして処理しております。

 
前連結会計年度

（平成30年３月31日）
当第３四半期連結会計期間
（平成30年12月31日）

受取手形 23,249千円 30,082千円

裏書手形 11,106千円 22,558千円

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む）は、次のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成29年４月１日
至　平成29年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成30年４月１日
至　平成30年12月31日）

減価償却費 65,684千円 60,852千円
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（株主資本等関係）

前第３四半期連結累計期間（自　平成29年４月１日　至　平成29年12月31日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年６月28日

定時株主総会
普通株式 175,412 28.00 平成29年３月31日 平成29年6月29日 利益剰余金

平成29年10月30日

取締役会
普通株式 169,146 27.00 平成29年９月30日 平成29年12月４日 利益剰余金

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の

末日後となるもの

　該当事項はありません。

 

３．株主資本の著しい変動

　該当事項はありません。

 

当第３四半期連結累計期間（自　平成30年４月１日　至　平成30年12月31日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成30年６月27日

定時株主総会
普通株式 212,998 34.00 平成30年３月31日 平成30年６月28日 利益剰余金

平成30年10月30日

取締役会
普通株式 187,940 30.00 平成30年９月30日 平成30年12月４日 利益剰余金

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の

末日後となるもの

　該当事項はありません。

 

３．株主資本の著しい変動

　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成29年４月１日　至　平成29年12月31日）

　当社グループは、環境クリーニング機器等以外の事業に関しては重要性が乏しいと考えられるため、セグ

メントの記載は省略しております。

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成30年４月１日　至　平成30年12月31日）

　当社グループは、環境クリーニング機器等以外の事業に関しては重要性が乏しいと考えられるため、セグ

メントの記載は省略しております。

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第３四半期連結累計期間
（自　平成29年４月１日
至　平成29年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成30年４月１日
至　平成30年12月31日）

１株当たり四半期純利益 88円59銭 78円79銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益（千円） 554,986 493,611

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利

益（千円）
554,986 493,611

普通株式の期中平均株式数（千株） 6,264 6,264

（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

２【その他】

　第63期（平成30年４月１日から平成31年３月31日まで）中間配当について、平成30年10月30日開催の取締役会にお

いて、平成30年９月30日の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり中間配当を行うことを決議いたしました。

①　配当金の総額 187,940千円

②　１株当たりの金額 30円00銭

③　支払請求権の効力発生日及び支払開始日 平成30年12月４日
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成31年２月14日

蔵王産業株式会社

取締役会　御中

 

有限責任　あずさ監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 神宮　厚彦　　㊞

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 岩瀬　弘典　　㊞

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている蔵王産業株式会

社の平成30年４月１日から平成31年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(平成30年10月１日から平成

30年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成30年４月１日から平成30年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、蔵王産業株式会社及び連結子会社の平成30年12月31日現在の財政状態

及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要

な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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